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研究成果の概要（和文）：本研究では、ソーシャルワーカー養成課程で、包括的な自殺予防教育推進に必要なプ
ログラム等を開発することを目的とした。ソーシャルワークを学ぶ学生を対象に、講義中心のプログラムと演習
プログラムを組み合わせ、学生が積極的に学習に参加する教育プログラム（以下、包括的教育プログラム）を開
発した。また、包括的教育プログラムの実施可能性と予備的な効果検証の調査を実施した。その結果、同プログ
ラムを受講した学生の満足度も高く、その実施可能性と予備的効果が確認できた。最後に、調査の結果等を踏ま
えて、これまで開発してきた包括的教育プログラムの使用教材とプログラム教授法のマニュアルを改訂した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to create a program for social work education to promote 
comprehensive education on suicide prevention. We developed an educational program for social work 
students that actively engaged them in the learning process, combining a lecture-based suicide 
prevention program with an exercise program. We also conducted a feasibility and preliminary 
effectiveness study of this program, with the students' active participation being a key element. 
The survey results indicated high satisfaction among students participating in the program, 
confirming its feasibility and early effectiveness. Based on the survey findings, we revised the 
teaching materials used in the program and the program's teaching manual, ensuring its continued 
relevance and inclusivity.

研究分野： 社会福祉学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
自殺総合対策大綱には、自殺対策における社会福祉士等の役割が明記されており、国が推進する自殺対策の中で
も、ソーシャルワーカーへの期待が益々高まっている。また同大綱には『大学や専修学校等と連携した自殺対策
教育の推進』として、「自殺対策や自殺のリスク要因への対応に係る人材の確保、養成及び資質の向上が重要で
あることから、医療、保健福祉、心理等に関する専門家等を養成する大学、専修学校、関係団体等と連携して自
殺対策教育を推進する」とある。本研究で得られた成果は、まさにこの大綱に掲げられた国の指針に一致するも
のであり、自殺対策に重要な役割を担うソーシャルワーカーの育成を加速させる重要な研究であったと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（1）自殺には、生活上の様々な要因が複雑に関係していることから、自殺予防には、自殺の危
機にある人の生活を幅広い視野で捉えて支援できる人材が求められている。なかでもソーシャ
ルワーカーは、複雑な生活背景を網羅的にアセスメントし、社会資源の活用と多職種・多機関と
の連携のもと、自殺の危機にあるクライエントと共に問題解決の糸口を見つけていく役割を担
う重要な専門職である。ソーシャルワーカーが効果的に自殺対策に取り組むためには、ソーシャ
ルワーカーを養成する段階から、将来の臨床実践の場で直ちに応用が可能な自殺予防に関する
知識や技術を身につけるための教育が重要ではないかと考えた。 
（2）本研究代表者らはそれまでの研究で、ソーシャルワークを学ぶ学生が、自殺予防のための
ソーシャルワークに必要な基礎的な知識を身につけるための教育プログラムとして、『ソーシャ
ルワーカーにできる自殺予防』を開発し（小高ほか, 2017）、普及に努めてきた。しかし、同プロ
グラムは短時間かつ講義中心であり、クライエントの自殺予防のための実践力を身につけるに
は、ロールプレイや事例検討などを盛り込んだ演習教育の導入が必要であった。しかしわが国に
おいては、そのような自殺予防について包括的に学習できる体制が整っていなかったことから、
本研究で早急に進める必要があった。 
 
２．研究の目的 
ソーシャルワーカーを目指す学生が、自殺の危機にあるクライエントの支援に求められる、実

践的な知識や技術を身につけるための包括的な自殺予防教育の開発と推進を目的とした。 
 

３．研究の方法 
(1) 自殺予防教育に活用できる演習プログラムの開発 
自殺対策やソーシャルワークを専門とする大学等教員、臨床家、研究者等と協議し、演習プロ

グラムに盛り込むべき内容を整理した。協議の内容をもとに、研究代表者と研究協力者らが、演
習プログラムの具体的な構成・内容・使用資材を開発し、プログラムの効果・実施可能性の評価
指標も作成した。 
 

(2)演習プログラムの実施可能性の検討 
社会福祉士や精神保健福祉士を養成する大学（以下、養成校）、2 校程度におけるソーシャル

ワーク演習等の授業で、受講学生を対象に、演習プログラムを試行的に実施した。その経験をも
とに、演習プログラムを適宜改訂した。 
 
(3)自殺予防のための包括的教育プログラムの実施可能誌江と予備的効果検証 
講義中心の教育プログラムに演習プログラムを組み合わせた包括的教育プログラムを作成し、

社会福祉士を養成する大学において、研究協力に同意した学生を対象に、プログラムを実施した。 
研究対象者は都内 A大学社会福祉学科 3年生のうち、任意で研究協力が得られた学生とした。研
究対象者には、包括的教育プログラムの受講直前、直後、3か月後に自記式質問紙への回答と提
出を求めた。包括的教育プログラムの講師は、本筆頭著者が務めた。質問紙は、①自殺と自殺予
防に関する知識 10 項目（小高ほか 2017）、②日本語版 Attitudes Toward Suicide scale（ATTS）
21 項目（Kodaka et al. 2013）、③自殺予防ゲートキーパー・スキル評価尺度（小高ほか 2022）、
④属性等、⑤プログラム満足度・理解度・難易度 5項目（小高ほか 2017）、⑥プログラムへのフ
ィードバックで構成した（事前調査：①②③④、事後調査：①②③⑤⑥、3か月後：①②③）。 
 事前調査、事後調査、3 か月後調査で得られた、上記①③の各合計得点について Friedman 検
定および Bonferroni 法による多重比較検定を実施し、包括的教育プログラムの介入効果を検討
した。また、⑤については記述統計を算出した。 
 
(4)包括的教育プログラムの使用資材とそれを教授するためのマニュアルの作成と改訂 
 演習プログラムの教授マニュアルを作成するとともに、(3)の調査結果を基に、講義中心のプ
ログラムの使用資材とそれを教授するためのマニュアル（Kodaka & Hikitsuchi, 2024）の改訂
を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 自殺予防教育に活用できる演習プログラムの開発 
 自殺予防教育に活用できる演習プログラムが開発された。 
 
(2)演習プログラムの実施可能性の検討 
 社会福祉士や精神保健福祉士を養成する大学、2校におけるソーシャルワーク演習等の授業で、
受講学生を対象に、演習プログラムを試行的に実施し、その実施可能性が確認された。その成果
をもとに、演習プログラムを適宜改訂した。 



 
(3) 自殺予防のための包括的教育プログラムの実施可能性と予備的効果検証 
 13 名の学生（女性 12 名（92.3％）；平均年齢 20.77 歳（SD＝0.44））から研究協力が得られた。
7名（53.8％）は、これまでに自殺に関する講義や研修の受講歴があった。包括的教育プログラ
ムの受講前、受講後、3か月後の 3 時点では、自殺と自殺予防に関する知識の合計得点の中央値
に有意な差が認められたが（p=0.015）、多重比較検定では 3時点間で有意な差は認められなかっ
た。自殺予防ゲートキーパー・スキル評価尺度の合計得点については、3時点で中央値に有意な
差が認められ（p<0.000）、受講後は受講前と比較して中央値が有意に向上し（p=0.001）、3か月
後に有意な低下は認められなかった（p=0.922）。プログラムに対しては、全員が「満足」「大変
満足」と回答、有害事象は認められなかった。本研究調査から、包括的教育プログラムの実施可
能性と予備的効果が確認できた。ただし今回は、自殺に関する講義や研修の受講歴があった研究
対象者が半数以上を占めていたことから、同テーマに非常に関心の高い学生が研究協力に応じ
た可能性がある。より多様な学生を対象として研究を継続する必要性が課題として残った。 
 
(4) 包括的教育プログラムの使用資材とそれを教授するためのマニュアルの作成と改訂 
 演習プログラムの教授マニュアルを作成した。また(3)の調査結果を基に、講義中心のプログ
ラムの使用資材とそれを教授するためのマニュアルの改訂を行った。 
 
以上から、学生が積極的に学習に参加する、自殺予防のための包括的教育プログラムが開発さ

れた。また、同プログラムの実施可能性と予備的効果が確認できた。更に、包括的教育プログラ
ムの教授法マニュアルも整った。 
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